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 「あなたがたは、世にあっては患難があります。しかし、勇敢でありなさい。わたしはすでに世に

勝ったのです。」（ヨハネの福音書 １６章３３節） 

 

神の「沈黙」 

 

マーティン・スコセッシ監督の映画、『沈黙』を見た。見事な映像のもつ 

迫力で、禁教の日本に潜入したポルトガル人宣教師の生き方が描かれて 

いる。原作者である遠藤周作の実存的な問いかけが重くのしかかる映画 

でもある。神はなぜ、信じる者たちを苛酷な運命から助けてくださらない 

のか、なぜ沈黙しておられるのか、と。 

稀なる才能とたくましい信仰で尊敬を集めたフェレイラも、師の行方を追って日本に潜入したロドリゴも、

結局は、背教の道を選び、日本の土となって死んでいく。神が「沈黙」しておられる以上、それ以外に生き

る道があっただろうか。いや、キリストは「このわたしを踏んでもいいから生きよ」と言っておられるのでないか、

というメッセージをほのめかして映画は終わる。 

ホロコーストを生き延びたユダヤ人の中にも、無神論に転向した人々が多くあったそうである。神は結局、

何もしてくださらなかったではないか、と。 

ローマ皇帝ネロのもとで多くのクリスチャンは松明の代わりに火刑にされ、シリアの暴君アンティオコス・エ

ピファネスのもとでは、ユダヤ人が虫けらのように殺されていった。このような例は、過去にも現代にも枚挙に

いとまがない。 

神が沈黙しておられるように見えるのはなぜか。 

私たちはこの世ですべてが完結しないと気が済まない。しかし、神の公正な審判がくだされるのは将来

である。そのときには「大きい者」すなわち権力者も、「小さい者」すなわち庶民も神の白き御座の前で、何

人も納得せざるを得ないさばきがなされる、と聖書は告げる（黙示録２０：１２）。 

また私たちはみな自分が聞きたいメッセージしか耳に入らない、という弱点がある。聖書に答えが書かれ

ているのに、それでは満足できないのである。 

実に神は沈黙されるどころか、日本のドアを叩き続けられた。１５４９年のザビエル来航によって植えられた

信仰の根は踏みにじられた。しかし、１８５３年の黒船来航にはペリー、１９４５年の敗戦時にはマッカーサーと 

    いうクリスチャンを神は日本に送られた。ここで、日本の国のかたち 

は大きく変わることになった。政治において、教育において、日本は 

迫害の対象であったクリスチャンから、また長く禁書とされた聖書か

ら広く深い影響を受けることになったのである。 

「聞く耳のあるものは聞くがよい」とイエスは語られた。問題は神

が沈黙しておられるように思われることではなく、果たして私たちに

聞く耳があるかどうか、ということではないだろうか。 

 

 


